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令和元年度 第２回北空知地域入退院支援研修会の開催報告 

～療養が必要な住民を支援する支援者の力量アップのために～ 

 

・令和元年１１月１８日（月）１８：１５～１９：４５ 

・深川市立病院 ２階会議室 

・参加者 ８０名（看護職３０名、介護支援専門員２７名、ＭＳＷ・ＳＷ・相談員６名、保健師９

名、リハビリ職３名、薬剤師１名、歯科医１名、事務職２名、その他１名） 

・研修目的 医療関係者と地域支援関係者が連携して入退院支援を進めていく関係を築く 

・研修目標 ①支援関係者が、本人や家庭の思いに添った入退院支援ができるようになる 

     ②医療関係者と地域支援関係者が、情報を共有し同じ目標で支援ができるようになる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介は４東病棟の遠藤さん 

参加申込者は９６名でしたが、悪天候？急用？といつになく欠席

が多く８０名の参加となりました（欠席者１７名、当日受付 1名） 

参加者がぞくぞくと集合 

事例提供者は深川市地域包括

支援センターの上林さん 

タイムコントロールはピッタシ 
今回は、いわゆる８０５０問題を考える事例として紹

介いただき、５年後を想像し支援を考えました 

今回も大場小部会長

の開会挨拶で 

スタート 
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今回も司会は原田さん、進行は初めての 

高橋さん、山崎さんです 

話し合った事を模造紙に

記録し共有しました 

未来を想像することで、いろいろ

なことが予測できた 

毎回有意義に意見交換ができ、

発想も幅が広がります 

アンケートから（看護職） 
・地域で人が生活できるように細やかな情報共有をして

いきたい。 

・他職の人たちと連携し、知恵を出し合い対象者がよい

方向へ向かうよう、考えていけると思った。 

・目の前でおきている問題にとらわれがちだが、未来を

想像し、いろいろな可能性を話し合うことで、視野を広げ

ることができると思った。 

・ネガティヴな予測だけでなく、ポジティブな面での介入

を考える事が大事である。 

・色々な方法で支援するこができると思いました。 

・マイナスだけでなくプラス、明るく考える視点を持つこ

とができました。 

検討結果を踏まえて、新たなサービ

ス等ができればいいと思う 

多職種の方々と話すと、いろ

いろなアディアが生まれる 
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アンケートから（ケアマネほか職） 
・様々な職種の方が気軽に話をする事で生まれるサ

ービスもたくさんあるな～と思いました。 

・今後、高齢者のひきこもりの息子さんがいたら、

今後は少し関心を持ってみようと思いました。 

・なかなか未来のことを考えない場合が多いと思っ

た。いろんなことを想像して支援することが必要。

継続して関われる仕組みづくりが大切 

・発想よく制限せずに考えることも必要と思いまし

た。公のサービスのみがサービスではなく、地域づ

くりの視点で、そのケースの解決のみのでなく考え

ることが大事。 

多職種の方々と話すと色々なアイディアが生まれる 

全体共有でのグループ発表から 

○５年後を想像しどのような課題が予測されるか 

・息子が仕事を継続できるのか。本人の病状悪化の

可能性ある。家が古く住み続けられのか 

・本人が亡くなったら息子はまたひきこもってしま

うかも。病状の悪化、本人（脳梗塞再発、認知症

など）、息子（糖尿病悪化による失明）。ネコが増

えてエサ代で生活を圧迫する。 

・息子は糖尿病が悪化すると仕事が継続困難。ネコ

にかまれると治癒遅く仕事困難。これまでの食事

管理が悪く、それが影響している。ネコが増えて

近所迷惑、大家からも撤去を強く言われる。 

・内服、金銭管理が困難。ゲームに課金もしている

のではないか。 

・息子の仕事は継続できているか。本人は年金 10万

円あれば何とかなるが、困るのは息子。 

 

○予測した課題を踏まえどのような支援が必要か 

・ネコのもらい手を探しのサービスがあるとよい。

方法としてネット、広報で。金銭管理への助言が

必要。 

・本人は施設入所することを想定し、民生委員等に

よる訪問等で息子への見守り支援。ひきこもりカ

フェ、ネコカフェがあったらよい。栄養指導、ネ

コを里子に出す支援。市営住宅への入居。 

・認知症カフェ利用し、健康相談、栄養指導を受け

る。息子、農家の婿となり大きな家、土地に母

と、ネコも同居。作った野菜も食べられる。母も

家庭菜園ができ、ネコはねずみをとり、みんなに

とっても良い。 

・民生委員とのつながりが継続しているとよい。薬

剤師の指導もあるとよい。家問題対策として転居

（北竜町）。生活保護の相談も受けていく。 

・動物愛護団体に相談しネコ去勢。困窮者が利用で

きるシェアハウスがあるといい。発達障がい、知

的障がいの相談を受け診断がつきそうであればす

すめ、受けられるサービスの利用。不要な家具の

あっせん、町内、地域で野菜づくり、食堂などお

金を生む活動があるとよい。子どもにゲームを教

えるなど能力の活用。 

息子が一人になった時の見守り必要、 

ひきこもりカフェ、ねこカフェができないか 

金銭管理の助言支援、息子の療養指導が必要 

息子の仕事が続くよう支援と 

他の社会参加の場を考える 

最後に河野部会長から閉会挨拶。連携の心得を 

まとめた「よこすかエチケット集」を紹介 


